
No. 96（2022.4）

26

菊
池
（
垣
内
）
家
は
、
紀
州
栖
原
（
和
歌
山
県
湯
浅
町
）
に
本
宅
を
置
き
、
江
戸
で
干
鰯

問
屋
（
本
家
）
や
砂
糖
・
薬
種
問
屋
（
新
家
）
を
営
ん
だ
全
国
レ
ベ
ル
の
豪
商
で
あ
る
。
ま

た
、
幕
末
に
出
た
新
家
の
菊
池
海
荘
は
、
紀
州
藩
地
士
と
し
て
海
防
や
農
兵
取
立
に
取
り
組

み
、
藩
や
朝
廷
に
献
策
し
た
。
漢
詩
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
菊
池
家
の
史
料

群
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
以
下
、
本
所
）
と
地
元
湯
浅
町
に
分
か
れ
て
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
古
写
真
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
調
査
と
整
理
を
進
め
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
二
〇

二
二
年
三
月
二
一
日
、
湯
浅
え
き
蔵
で
開
催
さ
れ
た
町
民
歴
史
講
座
の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん

で
ご
紹
介
し
た
い
（
湯
浅
町
教
育
委
員
会
主
催
・
参
加
者
六
三
名
【
写
真
１
】）。

一
六
世
紀
半
ば
、
肥
後
菊
池
氏
の
末
裔
菊
池
武
行
（
一
五
二
九

－

八
三
）
が
家
臣
ら
と

紀
州
栖
原
に
移
住
し
、
栖
原
垣
内
氏
と
な
っ
た
（
幕
末
か
ら
本
姓
の
菊
池
を
名
乗
る
）。

菊
池
本
家
の
史
料
群
は
、
一
九
八
五
年
に
本
所
へ
寄
贈
さ
れ
、
山
口
啓
二
・
静
子
夫
妻
が

整
理
に
あ
た
ら
れ
た
（
菊
池
薫
氏
旧
蔵
史
料
約
六
〇
〇
〇
点
）。
二
〇
二
一
年
、
書
籍
・

書
画
類
を
中
心
に
本
家
に
残
さ
れ
て
い
た
史
料
群
（
菊
池
明
石
氏
旧
蔵
史
料
）
が
新
た
に

追
加
寄
贈
さ
れ
、
村
井
章
介
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
整
理
を
経
て
本
所
と
湯
浅
町
で
引
き

分
け
て
い
る
〈
本
所
分
約
八
〇
点
／
湯
浅
町
分
約
五
四
〇
点
〉。
一
方
、
菊
池
新
家
の
史

料
群
（
菊
池
武
昭
氏
旧
蔵
史
料
）
は
、
二
〇
一
一
年
に
一
部
が
先
行
し
て
湯
浅
町
へ
寄
贈

さ
れ
、
つ
い
で
二
〇
一
六
年
に
残
り
の
史
料
群
が
本
所
へ
持
ち
込
ま
れ
、
数
年
間
か
け
て

整
理
し
て
今
回
本
所
と
湯
浅
町
で
引
き
分
け
た
〈
本
所
分
約
三
四
〇
点
・
写
真
史
料
二
六

〇
〇
点
／
湯
浅
町
分
約
三
三
〇
〇
点
〉。
両
菊
池
家
（
本
家
・
新
家
）
史
料
の
湯
浅
町
分

は
、
当
面
の
寄
託
先
で
あ
る
和
歌
山
県
立
博
物
館
へ
移
送
さ
れ
て
い
る
。

１　

菊
池
（
垣
内
）
家
と
菊
池
家
史
料

ま
ず
、
菊
池
家
の
歴
史
を
著
し
た
も
の
と
し
て
、
菊
池
三
九
郎
（
晩
香
）『
黄
花
片
影
』

（
一
九
一
八
年
）
の
ほ
か
、「
南
紀
菊
池
氏
伝
」
稿
本
な
ど
が
あ
る
。
南
朝
の
武
将
菊
池
氏

に
ま
つ
わ
る
史
料
と
し
て
、「
菊
池
武

重
起
請
文
」（
一
三
三
八
年
）
の
刷
物

や
、
菊
池
神
社
所
蔵
の
「
●
菊
池
武
光

書
状
」（
一
三
六
一
年
）
の
写
し
、「
鎮

西
菊
池
軍
記
」（
一
八
二
六
年
版
）
な

ど
が
あ
っ
た
（
●
は
本
所
、
無
印
は
湯

浅
町
所
蔵
分
）。
初
代
武
行
が
紀
州
栖

原
に
入
っ
た
際
に
持
参
し
た
と
い
う

「
菊
池
槍
」
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

和
歌
山
城
主
浅
野
幸
長
か
ら
与
え
ら
れ

た
「
●
浅
野
幸
長
送
船
印
判
状
」（
一

六
一
〇
年
）
は
、
両
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
最
も
古
い
文
書
に
な
る
。

２　

豪
商
と
し
て
の
菊
池
（
垣
内
）
家

本
家
六
代
目
了
玄
（
一
六
七
八

－

一
七
三
五
）
は
、
享
保
四
年
（
一
七

一
九
）、
江
戸
茅
場
町
に
干
鰯
問
屋
栖
原
屋
三
九
郎
店
を
開
い
た
。
次
い
で
、
本
家
八
代

（
新
家
二
代
）
義
同
（
一
七
二
三

－

一
八
〇
四
）
が
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）、
江
戸
新

和
泉
町
に
薬
種
・
砂
糖
問
屋
河
内
屋
孫
左
衛
門
店
を
開
く
。
義
同
は
兄
の
死
に
よ
り
本
家

に
戻
り
、
二
男
淡
斎
（
一
七
六
六

－

一
八
二
二
）
に
新
家
を
継
が
せ
て
孫
左
衛
門
店
を
与

え
た
。
江
戸
の
両
店
は
本
店
・
支
店
の
関
係
と
し
て
豪
商
垣
内
家
を
支
え
る
。

そ
の
後
、
本
店
（
干
鰯
問
屋
）
は
本
家
九
代
茗
溪
（
一
七
九
五

－

一
八
四
〇
）
の
文
化

一
三
年
（
一
八
一
六
）、
深
川
西
永
代
町
に
移
っ
て
い
る
（「
●
西
永
代
町
本
店
敷
地
図
」）。

菊
池
新
家
が
営
む
砂
糖
問
屋
は
、
江
戸
一
番
の
規
模
で
あ
っ
た
（
新
井
敦
子
氏
の
ご
研

究
に
よ
る
）。
店
の
帳
簿
や
証
文
な
ど
、
一
番
大
事
な
書
類
は
背
負
紐
付
き
の
「
帳
箱
」

に
入
れ
て
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
砂
糖
問
屋
の
看
板
や
「
家
法
帳
」、「
奇
応
丸
版
木
」、

新
家
の
「
国
元
宅
絵
図
」、
徳
川
治
宝
か
ら
拝
領
の
「
花
活
」
や
「
拝
領
盃
」
な
ど
を
画

像
で
紹
介
し
た
。

古
写
真
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

和
歌
山
県
湯
浅
町
町
民
歴
史
講
座
「
菊
池
海
荘
と
菊
池（
垣
内
）家
史
料
」

保 

谷　

徹

写真１　湯浅町民歴史講座会場の様子（湯浅町教育委員会提供）
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３　

幕
末
の
地
士
菊
池
海
荘

新
家
四
代
の
海
荘
（
一
七
九
九

－

一
八
八
一
）
は
、
江
戸
の
大
窪
詩
仏
（
一
七
六
七

－

一
八
三
七
）
に
漢
詩
を
学
び
、
多
く
の
儒
者
・
漢
詩
文
家
と
交
わ
っ
た
。
湯
浅
の
古
碧
吟

社
に
参
加
し
、
盟
主
垣
内
己
山
を
継
承
し
て
地
域
の
文
人
と
集
う
。
ま
た
藩
や
朝
廷
へ
海

防
策
を
建
白
し
、
農
兵
取
立
に
あ
た
っ
た
。
正
妻
光
は
、
俳
人
・
戯
作
者
と
し
て
知
ら
れ

た
地
下
官
人
富
土
卵
（
一
七
五
九

－

一
八
一
九
）
の
娘
で
あ
る
。

「
菊
池
海
荘
翁
事
績
」
に
よ
れ
ば
、
海
荘
は
天
保
飢
饉
の
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
救
荒
策
を

実
施
し
、
紀
州
藩
地
士
（
一
八
三
九
年
）
と
な
っ
て
、
独
礼
格
（
一
八
四
〇
年
）、
二
〇

人
扶
持
（
一
八
四
三
年
）
を
与
え
ら
れ
た
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
日
高
・
有
田

両
郡
文
武
総
裁
を
命
じ
ら
れ
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
海
荘
は
六
斤
野
戦
砲
な
ど

を
製
造
し
、
広
村
天
王
浜
に
設
置
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
に
は
有
田
郡
民

政
局
副
知
事
を
つ
と
め
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
八
月
、
明
治
天
皇
か
ら
純
銀
三
組
盃

と
金
二
〇
〇
両
を
下
賜
さ
れ
た
。

海
荘
に
は
、
各
種
建
白
や
漢
詩
集
な
ど
二
〇
〇
冊
を
超
え
る
著
作
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

海
荘
自
身
の
日
記
と
し
て
、「
海
荘
手
記
」（
一
八
六
五
〜
八
〇
年
末
）
一
二
五
冊
が
あ
る

（
う
ち
二
五
冊
分
は
●
）。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
風
説
留
で
あ
る
「
風
雲
雑
記
」（
一
八
六
二

〜
六
九
年
）
三
八
冊
【
写
真
２
】
が
あ
り
、
江
戸
店
や
各
地
の
友
人
・
門
弟
か
ら
の
書
翰

や
来
話
情
報
、
自
身
の
活
動
記
録
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。
維
新
後
の
「
民
政
局
御
用
留
」

四
冊
、「
菊
員
外
筆
記
」
七
冊
も
基
本
的

に
同
じ
性
格
の
風
説
留
で
あ
る
。
こ
の
日

記
と
風
説
留
は
、
い
ず
れ
も
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
に
南
葵
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
、

そ
の
後
下
げ
渡
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。風

説
留
の
豊
富
な
記
事
か
ら
は
、
海
荘

が
紀
州
有
田
郡
・
日
高
郡
の
地
士
や
地
域

の
知
識
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
に
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
代
表
的
な
情
報
源
・
登

場
人
物
と
し
て
は
、
浜
口
梧
陵
：
維
新
後
の
和
歌
山
藩
大
参
事
、
駅
逓
頭
、
県
会
議
長
／

瀬
見
善
水
：
日
高
郡
大
庄
屋
、
維
新
後
の
和
歌
山
藩
少
参
事
（
小
池
擽
亭
は
実
弟
）
／
由

良
義
渓
：
京
都
で
活
動
、
維
新
後
は
岩
倉
使
節
団
に
随
行
、
実
業
家
／
大
藤
幽
叟
（
藤
井

高
雅
）：
吉
備
津
宮
社
家
／
柏
岡
恕
堂
：
大
坂
の
情
報
提
供
者
、
大
坂
の
天
満
与
力
と
も

言
わ
れ
る
／
小
野
石
齋
：
長
州
の
国
学
者
、
広
村
に
在
留
、
維
新
後
は
神
祇
官
等
に
出
仕

／
柏
木
常
雄
：
田
辺
藩
士
、
維
新
後
は
田
辺
藩
権
大
参
事
／
伊
達
五
郎
：
紀
州
藩
士
、
伊

達
千
広
の
養
嗣
子
で
陸
奥
宗
光
の
義
兄
、
な
ど
が
い
た
。

こ
こ
で
実
際
に
、
文
久
年
間
の
記
録
を
「
風
雲
雑
記
」
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

▼
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
正
月
七
日
、
海
防
の
た
め
幕
府
老
中
が
紀
淡
海
峡
の
巡
見
に

や
っ
て
き
た
。
軍
艦
奉
行
勝
海
舟
も
同
行
し
、
海
荘
や
梧
陵
は
召
し
出
さ
れ
て
意
見
を
述

べ
て
い
る
。
加
太
浦
に
乗
り
つ
け
た
蒸
気
艦
の
上
か
ら
海
舟
や
千
葉
重
太
郎
が
「
手
招
き

申
さ
れ
、
直
に
参
り
候
よ
う
」
声
を
か
け
る
が
、
紀
州
藩
の
役
人
舟
が
邪
魔
に
な
っ
て
近

づ
け
な
い
、
さ
ら
に
「
苦
し
か
ら
ず
候
、
右
役
人
乗
組
み
の
小
船
を
つ
た
い
参
り
候
よ
う
」

に
と
命
じ
ら
れ
、
役
人
を
尻
目
に
蒸
気
艦
へ
乗
り
込
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
と
き
小
笠
原
老

中
か
ら
「
多
年
承
り
及
び
候
海
防
事
情
に
付
き
憂
慮
の
段
神
妙
の
よ
し
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
た
様
子
を
記
し
て
い
る
。
海
荘
ら
は
紀
淡
海
峡
の
形
勢
に
つ
き
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

▼
正
月
一
二
日
、
海
荘
ら
は
上
京
し
、
朝
廷
の
国
事
御
用
掛
で
侍
従
の
裏
辻
公
愛
に
拝
謁

し
て
、「
尊
王
攘
夷
の
義
に
付
き
多
年
勤
労
の
赤
心
神
妙
」
な
り
と
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

次
い
で
大
原
重
徳
や
庭
田
重
胤
に
も
面
会
し
て
い
る
。

▼
大
藤
幽
叟
は
海
防
の
た
め
紀
淡
海
峡
に
大
暗
礁
を
建
設
し
よ
う
と
奔
走
し
て
い
た
。
七

月
二
三
日
、
幽
叟
は
海
荘
と
梧
陵
宛
て
に
、
朝
廷
工
作
が
功
を
奏
し
、
二
人
を
台
場
監
察

使
東
園
基
敬
の
旅
館
へ
召
し
出
せ
と
の
内
意
が
く
だ
っ
た
と
し
て
、
上
京
を
依
頼
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
日
後
の
二
六
日
、
幽
斎
は
激
派
に
暗
殺
さ
れ
、
三
条
大
橋
西
詰
北

側
の
高
札
場
に
首
が
さ
ら
さ
れ
た
。
海
荘
ら
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

▼
八
月
一
八
日
、
長
州
勢
力
や
急
進
的
な
尊
攘
派
の
公
家
が
朝
廷
か
ら
排
除
さ
れ
る
政
変

が
勃
発
す
る
。
京
都
で
活
動
し
た
由
良
義
溪
は
、
海
荘
・
梧
陵
・
石
齋
・
宜
仲
（
海
荘
の

養
子
菊
崖
）
へ
宛
て
て
「
御
因
循
を
唱
え
候
方
御
参
内
に
相
成
り
、
正
義
の
方
御
さ
し
留

め
」
と
報
知
す
る
と
と
も
に
、「
最
早
僕
の
身
命
も
今
晩
か
ぎ
り
」
と
決
死
の
覚
悟
を
知

写真２　「風雲雑記」
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ら
せ
た
。
身
の
危
険
を
感
じ
た
小
野
石

齋
は
長
州
へ
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。

わ
ず
か
半
年
ほ
ど
の
記
事
の
紹
介
だ

が
、
激
動
の
時
代
の
一
端
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
高
郡
の
医
師
羽
山
大
学
（
一
八
〇

八

－

七
八
）
の
風
説
留
「
彗
星
夢
草
子

（
雑
誌
）」
一
一
九
冊
な
ど
、
海
荘
に
つ

な
が
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
も

す
で
に
宮
地
正
人
氏
の
研
究
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
足
掛
け
一
〇

年
に
わ
た
る
風
説
留
の
詳
し
い
分
析
は

今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

維
新
後
、
新
政
府
は
開
化
政
策
に
転

じ
る
こ
と
に
な
る
。
高
齢
で
西
洋
事
情

に
疎
い
海
荘
は
、
有
田
郡
民
政
局
副
知

事
も
半
年
で
罷
免
さ
れ
て
い
た
。
海
荘

の
情
報
記
録
は
地
士
が
廃
止
さ
れ
る
一

八
七
一
年
ま
で
、
日
記
は
亡
く
な
る
直

前
の
一
八
八
〇
年
ま
で
続
い
て
い
る
。

海
荘
関
係
で
は
、
伊
都
の
彫
工
九
鬼
虚

白
に
よ
る
「
海
荘
居
士
肖
像
」【
写
真
３
】（
一
八
七
五
年
）、「
陣
笠
」、「
大
砲
模
型
」【
写

真
４
】
な
ど
が
あ
り
、
明
治
天
皇
か
ら
拝
領
し
た
銀
盃
や
関
係
史
料
な
ど
を
紹
介
し
た
。

４　

菊
池
（
垣
内
）
家
の
書
画

近
代
の
菊
池
家
は
、
海
荘
の
孫
、
新
家
六
代
鉄
溪
（
一
八
五
六

－

一
八
九
四
）、
そ
の

弟
で
本
家
一
二
代
を
継
い
だ
晩
香
（
一
八
五
九

－

一
九
二
三
）
の
兄
弟
が
支
え
て
い
た
。

晩
香
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
を
つ
と
め
た
漢
学
者
で
多
数
の
著
書
が
あ
っ
た
。
菊
池
本
家

の
多
く
の
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
近
世
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
に
加
え
て
、

晩
香
の
時
代
に
収
集
さ
れ
た
も
の
も
多
い
よ
う
だ
。
当
日
は
、「
祇
園
尚
濂
山
水
画
」
や

「
梁
川
星
巌
山
水
画
」、
そ
れ
に
菊
池
海
荘
漢
詩
の
掛
軸
な
ど
を
披
露
し
た
。

５　

紀
州
徳
川
家
由
来
の
品
々

新
家
七
代
の
菊
池
武
芳
（
一
八
八
三

－

一
九
七
四
）
は
橋
本
市
山
田
の
山
本
家
か
ら
養

子
に
入
り
、
台
湾
総
督
府
に
つ
と
め
た
。
こ
こ
で
紀
州
徳
川
侯
爵
家
の
徳
川
頼
倫
の
台
湾

旅
行
受
入
れ
を
担
当
し
、
そ
の
縁
だ
ろ
う
か
、
戦
中
・
戦
後
の
徳
川
頼
貞
侯
爵
家
家
扶
・

理
事
を
つ
と
め
、
そ
の
母
久
子
（
一
八
七
三

－

一
九
六
三
）
の
滝
野
川
別
邸
の
事
務
主
任

を
つ
と
め
た
。
こ
の
と
き
の
家
扶
日
誌
（
一
九
三
三
〜
四
七
年
、
う
ち
六
冊
は
●
）
が
残

さ
れ
て
い
る
。
武
芳
は
久
子
に
信
頼
さ
れ
、
紀
州
徳
川
侯
爵
家
の
数
多
く
の
所
縁
の
品
を

下
賜
さ
れ
た
。
徳
川
茂
承
・
則
子
夫
妻
や
頼
倫
・
久
子
夫
妻
の
書
画
、
さ
ら
に
数
多
く
の

写
真
史
料
は
、
紀
州
徳
川
侯
爵
家
の
関
係
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

以
上
、
紀
州
栖
原
の
豪
商
菊
池
家
と
幕
末
の
地
士
菊
池
海
荘
、
全
国
的
に
み
て
も
注
目

さ
れ
る
貴
重
な
史
料
群
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
当
日
は
、
湯
浅
町
に
よ
っ
て
代
表
的
な
史

料
の
現
物
が
ミ
ニ
展
示
会
で
披
露
さ
れ
て
い
た
。
史
料
群
の
本
格
的
な
研
究
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
今
回
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
分
を
中
心
に
、
両
菊
池
家
史
料
の
撮
影
デ
ー
タ
は
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
の

利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
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